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小学校算数 第６学年

児童用解答

（①キ、②オも正解）

（①エ、②アも正解）

次の問題に答えましょう。

（１）①～⑥の数の逆数を書きましょう。

① ５ ８ １３ ② ４ ７ １３ ③ １ ５８ ５ ５ ７ ４ ４ ５

④ １１ １２ １１ ⑤ ８ １ ⑥ １３ １
１２ １１ １１ ８ １３

（２）積がかけられる数よりも小さくなる式を、
下の の中から２つ選び、その記号を書 ① ②
きましょう。

（３）商がわられる数よりも大きくなる式を、下
の の中から２つ選び、その記号を書き ① ②

ましょう。

ア ４× ３ イ ０．１×７ ウ ４×５ エ ５×３
５ ５ ５ ４ ２ ４

オ ７÷ １ カ １．５÷７ キ ５÷１ ク １÷５
３ ５ ６ ８ ７ ３

次の計算をしましょう。

（１） １ × ２ ＝ １×２ （２） ４ × １ ＝ ４×１
３ ５ ３×５ ５ ２ ５×２

＝
２

＝
２

１５ ５

（３）１４ × ５ ＝ ９×５ （４） ２２ ×１３ ＝ ８×７
５ ６ ５×６ ３ ４ ３×４

＝ ３ １１ ＝ １４ ４２
２ ２ ３ ３

（５） ２ ÷ １ ＝ ２×２ （６） １ ÷ １ ＝ １×６
５ ２ ５×１ ３ ６ ３×１

＝ ４ ＝ ２
５

（７） １３ ÷ ７ ＝ ７×９ （８）２３ ÷ １５ ＝ １３×８
４ ９ ４×７ ５ ８ ５×１３

＝ ９ ２１ ＝ ８ １３
４ ４ ５ ５

（９） ５× ３ ÷ ４＝ ５×３ ×９ (10） ７÷ ７ ×５ ＝ ７×１２×５
６ １０ ９ ６×１０×４ ４ １２ ６ ４×７×６

＝ ９ ＝ ５ ２１
１６ ２ ２

ア エ

オ キ

１

２

３ １

２１ １

２

１

２

１

１ １

１

２ ２

１ １
３

２

１１

１

○ ▲ 真分数や仮分数の逆数は、分子と分

▲ ○ 母を入れかえた数になります。

かけ算では、かける数が１より小さいときに、積はかけら

れる数より小さくなります。わり算では、わる数が１より小

さいときに、商はわられる数より大きくなります。

１

１

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版①

２

※次のページにも、問題があります。
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３

１１

１

１１

１ １

（11） ５× ７ ÷７ ＝ ５×７×８ （12）９÷ ９ × ５ ＝ ９×１０×５
４ １２ ８ ４×１２×７ ５ １０ １２ ５×９×１２

＝ ５ ＝ ５
６ ６

（13） ０．３ × ５ ＝ ３×５ （14）２．１ × ８ ＝ ２１×８
６ １０×６ １５ １０×１５

＝ １ ＝ ２８ １ ３
４ ２５ ２５

（15） ０．６ ÷ ９ ＝ ６×７ （16）１．２ ÷ ４ ＝ １２×９
７ １０×９ ９ １０×４

＝ ７ ＝ ２７
２

７
１５ １０ １０

次の問題に答えましょう。

（１）平行四辺形の面積を求めましょう。
４×７ ＝ ４×７
７ １２ ７×１２

＝１
３

式

答え

（２）台形の面積を求めましょう。 ２＋３ ×２÷２＝ ５×２ ÷２７ ７ ５ ７ ５

＝ ５×２
７×５×２

＝１
７

式

答え

４×７
７ １２

１ ｍ２

３

４ｍ５ ７ｍ１２

４ｍ７

２＋３ ×２÷２７ ７ ５

１ ｍ２

７

１

３

１

１ ２ １

６ １ １

１

１

１

６

２

２２

１１

５ ５

４７

２

３５

１

分数、小数、整数のまじったかけ算やわり算では、

小数や整数を分数に直すと計算できます。

平行四辺形の面積＝底辺×高さ

台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷２

２ｍ７

２ｍ５

３ｍ
７

３


